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インパクトから始めよう
アジャイルガバナンスで進める⾦沢のSDGs



国連大学サステイナビリティ高等研究所
石川金沢オペレーティング・ユニット

設⽴： 石川国際協力研究機構を前身として2008年に石川県、金沢市、国連大学IASにより

設立。国連大学IASが国内に持つ唯一のフィールドオフィス

コアミッション： 石川の豊かな生物文化多様性、里山里海保全、活用のための政策提言型

の研究を通じ、持続可能な地域作りに貢献する

アプローチ １）地域多様な主体、グローバルパートナーとの協働と共同研究

２）協働を通じた人材育成
３）地域からの学びを国際ネットワークで発信、地域にフィードバック

地域創⽣と国連プロセス、国連加盟国への貢献

Ø 生物多様性条約・愛知目標（CBD) 2010-2020
Ø 能登の里山里海 （FAO世界農業遺産) 2011-
Ø 金沢市・ユネスコ創造都市ネットワーク 2009-
Ø 白山ユネスコエコパーク （UNESCO MAB) 2016(拡張登録 -
Ø 持続可能な開発目標 SDGs 2015-2030

グローバルプロセス・ネットワーク



金沢SDGsのこれまで

2020年〜⾦沢ミライシナリオを実践するための取り組みへ

2018年7月
３者協定締結 2019年3月

金沢SDGs共同宣言
IMAGINE KANAZAWA 2030 発足

4月 第１回SDGsカフェ

6月 SDGsミーティング開始

12月 公式ホームページリリース（日英）

2020年3月
金沢ミライシナリオ完成！

6月 IMAGINE KANAZAWA2020
推進会議設置

⾦沢市、⾦沢⻘年会議所、
国連⼤学の３者が
SDGs推進協⼒を確認

市⺠が2030年のありたい姿を議論し⾏動計画策定へ

誰でも気軽に⾦沢のミライを
イマジンする場

7⽉SDGs未来都市認定
〜持続可能な観光〜



未来の世界中の⼦供達が我々と同じような豊かな⽣活を送れるように、私たちの世代で
様々な資源を使い切らないようにすること。私たちの社会の不公平な部分を少なくしてお
くこと

4

「持続可能な開発」とは?

経済

社会

環境

図：Stockholm Resilience Centerより





市⺠共通のビジョン「ミライシナリオ」



2030年の⾦沢をイマジンしよう

レポートページ
はこちら！

YOU TUBEはこちら！

2019年4⽉から開始



パートナーズの活動発信

農業組合法⼈ONE朝とれもんプロジェクト



パートナーズの活動発信
Code for Kanazawa 
(コードフォーカナザワ）World Theater Project 北陸⽀部



学びあいのステージへ!
朝とれもんプロジェクト
朝セリ視察ツアー
（2020年12⽉）

学び：
Ø 漁師さんの労働環境改善
Ø ⼀匹からでも競り落とす
Ø 地産地消でCO2排出削減
Ø 消費者、⼩売などバリュー
チェーン全体の協⼒が必要！



Kanazawa-sdgs


